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キの厚さ測定法
一一ｲ鉛メッキ鋼版の問題を中心にして一

久松敬弘・菅野・昌義
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1，　まえおき

　現在もつとも廣く使用されている金厨材料である鋼は

不幸なことにわオ1われの佳んでいる條件でもつともさび

やすいものの一つである．さびを防ぐ手犀tにもいろいろ

の進歩があるげれども，今のところ鋼製品をざびさせず

に長年月の使用に耐えさせようとすれば，まず厚く亜錯

メツキを施すより仕方がなさそうである．厚い亜錯メツ

＋を行う方法としては，450°位の溶融亜鈷に浸して行う

溶融メシキ，わが國ではメタリコyという名で通つてい

る溶射被覆法，シエラダイジソグとよばれる亜鉛浸透法

それに現在では主として腺材だけに行われている電氣メ

ッキがある．俗にトタン板といわれている亜錯メツキ鋼

板は溶融メツキ法によつて作られる．亜錯メツキをほど

こしたものの耐蝕性は今までのいろいろの研究によつて

賓験室でできる種々の腐蝕試験一たとえば食瞳水中に

つけるとか，食盤水め噴霧にさらすとかして，さびの出

るまでの時間の大小によつて比較するような加速された

’腐蝕試瞼一によつては判定することは不可能であつて

實際の腐蝕條件に長年月さらしてみなければならないと

いうことが知られている．このような長期聞の曝露試瞼

によぢ大禮の結論としてば，亜鈷メッキの耐蝕性は，そ

のメッキの方法の種類に上らないで，メッキの厚さによ

るということになつている．亜錯メツキは亜鈷の鐵に封

する電氣化學的位置からいつて，普通のメツキ（たとえ

「ばニッケルー一メツキ）とちがつて，ピソホP・ルとよばれ

る小孔b存在は耐蝕性にあまり影響をもたないので，S

ツキ層の厚さが重要な意味をもつてくるわけである。溶

融亜鉛ヌツキでは他の方法による場合とちがつて，表面

の亜錯暦と下地鋼との間に鐵亜鈷合金層ができるので，

メツキの厚さをたとえば何ミクロソといつたいい表わし

方をしないで，軍位表面當りの亜錯の付着量をもつて示

すことになつている．これは溶融メツキだけにかぎらず

線材の厚い電氣メッキについても同檬にいい表わしてい

る．

2．　匪鉛メツキ鋼糎のbma法

　亜鈷メツキ鋼板のメッキ試瞭は，日本工業規格JIS

Hb401（1950）の中に定められている．およそこび種の

メツキの試臨こは，メツキが使用條件てはがれてはいけ

ないという瓢から行う機搬的試瞼と．化學的試瞼ともい

うべきメツキの性状一すなわち厚さ・均一性・耐蝕性の

1．4

iメツキには髄の縣メツ物他t・rs融Pt｛。晶
　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　．物をつけてメツキする潔融メツキやその他いろいろ’i。方輪，、、。。。。牒。，。。。。，　e’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　｝とに厚さの分布を知つていること1ま作業の警理の上

雛を懸を需讐灘ρ場鍼

　試鰍が行われる．亜鉛メッキ鋼板では綾者の試瞼として

　は，厚さ測定に相當する付着量試瞼だけを行えば良いこ

　とに定められている．耐蝕性試瞼または腐蝕試瞼を行わ

・ないことは前述の通りである．均一性の試瞼としてば，

　他の種類の製品では硫酸銅試瞼（タソバン試瞼）が探用さ

　れている・これは硫酸銅飽和水溝液に試瞼片を普通一分

悶浸して，亜鉛を銅と置換させ，一分ごとにとり出して

’亜錯の上に析出した銅をぬぐいとり，亜錯の一番薄い所

がなくなつて下地銅面が露出しこの上に密着性のある銅

が析出するまでの浸漬回籔によつて，いわばメッキのも

つとも薄い個所の厚さを比較しようとしたものである。

亜鈷メッキ鋼板についてこの試瞼を除外しているのは，

硫酸銅試瞼の試験片程度の大いさについてはメツキに不

均一性がないからということにもとずくものであつて，

板全setcついて均一一・性を聞題にする必要がないというtr

とではない．亜錯メツキ銅板の付着童試瞼としては∫IS

では；直接重量法・魎化アソチモソ法の二つが裸用ざれ

ている．直接重最法というのはメッキ作業中のある康板

について，酸洗・水洗の後これを充分乾燥してその重量

をはかり，この板を他のものと同・一の作業でメツキした

後再び秤最して，その闘の囎を板の表面積で割つたも

のを亜錯付蕾量とするものである，この付着量の．箪位と

してはわが國では挙方メートル當りのグラム鰍（g加2）

を用いるが，楡出向および慣習によって1平方ブート當

りのオソス歎（oztft！）もよく婆われている．1　oz／ft2は

305　g／rneである．この付着量の表示の場合，亜錯メッキ

鋼板でば他のものと異つて板の爾側の亜錯量をもつてよ

ぶことになつている．つまり亜錯メツキ鋼板の場合の1

0z／ft2というのtk片側のメッキの厚さとしてはこの串

分のO．5・oz／ft2（大約21ミクロソ）に相當するものであ

る．直接重量法は上にのベセように非破壊の試豫である

が，盤化アソチモン試鹸はメツキされtc板から小試験片

を切りとつて，この試塗片のメッキをはがしてその付着

量を求める破壌試瞼である．この盛化アンチモソ試瞼に

ば三瓢注と最小融法の二つがあるド
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